
東郷と夢二と諏
同人誌「窓」－12号発刊 料

亭
「
信
濃
」
舞
台
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
収
線

同
人
誌
「
窓
」
を
発
行
す
る
「
窓
の
会
」
（
三
井
夏
海
発

行
人
）
は
、
小
説
、
随
筆
な
ど
1
6
作
を
収
録
し
た
第
1
2
号

を
発
刊
し
た
。
諏
訪
市
大
手
町
で
明
治
末
期
か
ら
昭
和
5
0

年
代
ま
で
栄
え
、
現
在
は
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
旧
料
亭
「
信
濃
」
を
舞
台
に
、
数
多
く
の
資
料
や
取

材
を
基
に
描
い
た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
料
亭
信
濃
を
訪
れ

た
画
家
東
郷
育
児
・
竹
久
夢
二
と
諏
帝
・
嘉
描
」
も
発

表
。
旧
料
亭
を
訪
れ
た
東
郷
と
夢
二
と
諏
訪
の
関
わ
り

を
、
5
0
数
点
に
及
ぶ
主
要
参
考
文
献
、
関
係
者
の
取
材
な

ど
か
ら
探
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
（
宮
坂
早
苗
）

「
料
亭
信
濃
を
訪
れ
た
画
家
東
郷
育
児
・
竹
久
夢
二
と
諏

訪
王
素
描
」
な
ど
1
6
作
を
掲
載
し
た
同
人
誌
「
窓
」
1
2
号

史
研
究
家
渡
部
清
さ
ん
（
東
京
都
）

が
、
歴
史
上
の
人
物
の
手
紙
を
読

み
解
い
た
「
将
軍
秀
忠
逝
く
」
な

ど
、
研
究
分
野
も
4
作
を
掲
載
。
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信
濃
の
3
代
目
戴
・
小
池
志
保
■
｛

子
さ
ん
、
長
女
の
小
松
ま
や
さ
ん
｛

を
訪
ね
、
「
料
亭
信
濃
と
そ
の
周
辺
」

と
し
て
ま
と
め
、
「
窓
」
9
号
に
発
M

「
画
家
東
郷
育
児
‘
竹
久
撃

表
。
以
来
、
旧
料
亭
と
大
手
町
の
歴

史
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
掘
り
し
、

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
地
域

文
化
を
記
録
に
と
ど
め
て
い
る
。

今
号
は
、
創
業
以
来
、
政
財
界
や

文
化
人
な
ど
各
界
の
多
彩
な
著
名
▼

人
が
訪
れ
た
信
濃
に
お
い
て
、
画
家

東
郷
育
児
（
1
8
9
7
～
1
9
7

8
年
）
、
竹
久
夢
二
（
1
8
8
4
～

1
9
3
4
年
）
に
注
目
。
2
人
に

焦
点
を
当
て
、
新
た
に
踏
査
し
た
。
一

を
錮
摘
離
純
綿
開
脚

あ
る
義
姉
小
島
初
子
さ
ん
が
書
い
m

た
「
天
龍
残
影
」
な
ど
を
資
料
に
、

ま
た
諏
訪
市
美
術
館
の
紹
介
で
茅

野
市
の
五
味
保
美
術
館
へ
も
複
数

回
取
材
ど
う
し
た
文
献
、
聞
き
取

り
か
ら
「
い
ず
れ
も
信
濃
に
は
何
回

も
来
て
い
た
。
夢
二
は
作
家
で
瞑

師
の
正
木
不
如
丘
に
伴
わ
れ
、
東
郷

は
例
外
的
に
泊
ま
っ
て
も
い
た
」
。

牛
山
さ
ん
は
、
素
描
と
し
た
卜

で
「
東
郷
が
諏
訪
に
来
た
の
は
遊

興
と
い
う
よ
り
、
作
品
の
制
作
邦

主
目
的
」
「
夢
二
は
旅
行
や
結
核
の

療
養
も
あ
る
が
、
や
は
り
制
作
少

思
う
」
と
考
察
し
て
い
る
。

頒
価
9
0
0
円
。
問
い
合
わ
せ

は
三
井
発
行
人
（
電
話
0
9
0
。

8
5
8
8
・
0
5
4
3
）
へ
。
取
憮

書
店
は
諏
訪
市
の
言
事
堂
（
同
∩

9
0
・
7
5
6
7
・
0
7
6
6
）
■

諏
訪
書
店
（
同
0
2
6
6
・
5
つ

・
5
3
4
0
）
へ
。


